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〔問題意識〕 

 現在ほど、日本の地方政治と民主主義が注目を集め、問われている時代はない。しかし、そこ

で問われているのは何か、一体何が問題なのかというと判然としない。 

 国では選挙制度改革や衆議院の定数是正が改革課題となっている。大阪や名古屋では現在、都

構想が喧伝されたり、議員報酬や議員定数の削減が改革課題とされている。同様の動きは他の自

治体にも波及している。 

 このような時代の流れをどのように読みとげばよいのか。政治学の立場から論じてみたい。 

 

１．地方分権改革の基礎知識 

（1）1990 年代初頭の課題 
（2）地方分権改革のこれまでの展開 
 

２．道州制論と大都市の制度 

（1）２つの地方分権論 

（2）道州制と大都市制度 

 

３．議会制民主主義とは何か 

（1）日本の地方議会と機関委任事務 
（2）分権改革と議会制度改革 
（3）首長主義との対立 

 

４．問われる「デモクラシー」 

（1）大都市制度について 
（2）議会改革について 
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